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1. 問題設定 

 1999 年に制定された男女共同参画社会基本法に伴い、行政において男女共同参画への取

り組みが本格的にスタートした。しかしその後の 2000 年代前半に、大手メディアを巻き込

んだ男女共同参画への反対運動が、保守系団体によってなされるようになった。 
 ジェンダー平等政策に対するこのような一連の反対運動は「バックラッシュ」と呼ばれ

ている。バックラッシュは世界的に見られる現象であるが（Faludi 1991）、日本では「日

本会議」や「新しい歴史教科書をつくる会」、各種宗教団体など、昨今盛り上がりをみせて

いる保守系団体が横断的・組織的にネットワーク化することによって成立したと考えられ

ている（船橋 2007）。しかし他方で、このような組織主導の運動という見方に対し、今日

草の根レベルで活発化している保守運動が参加者の自発性などの点において市民運動と類

似していることも指摘されている（小熊 2003）。 
 男女共同参画への反対運動は、果たしてどのような人・団体によって担われ、それらは

どのような相互関係にあるのだろうか。本報告では愛媛県で男女共同参画に反対の立場か

ら活動している A 会を事例とし、会員の A 会への参加動機と、A 会と他の保守系団体との

関係性の解明を目的とする。 
2. 調査概要 

 愛媛県では2002年に「つくる会」教科書の採択を要望する署名運動が展開される一方で、

県男女共同参画推進条例が同年に成立している。A 会が活動拠点とする愛媛県松山市におい

ても、2002 年に市男女共同参画条例が制定されているものの、2003 年に市側から性・生殖

に関して尊重すべき点を女性「自らの決定」から男女の「互いの意思」へと変更するなど

の一部修正案が提案され、賛成・反対双方の運動が大きく展開された。さらに、2007 年に

は市男女共同参画推進条例の運用に関する請願が提出され、「男女の特性への配慮」「専業

主婦の社会的貢献の評価」「ジェンダー学・女性学の学習・研究を奨励しない」等の事項を

含む請願が採択されている。 
A 会は 2004 年に結成された市民団体であり、会員数は 760 名としている（2011 年 4 月

現在）。A 会は「男らしさ／女らしさ」・家族の尊重を基本姿勢としているが、県の男女共同

参画条例の廃止ではなく改正を目指すというスタンスをとっている。活動内容は講演会開

催（年 1 回）、学習会の開催（月 1 回）、会報の発行（隔月）などである。「つくる会」教科

書採択運動と男女共同参画への反対運動双方が同一地域で展開され、双方の運動が今日で

も継続していることから本調査では A 会を調査対象とした。愛媛県の男女共同参画をめぐ

る動向と A 会との関連について、A 会は一部改正問題を契機に結成され、2007 年の請願は
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